
①　朝カツ

②栽培活動

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

　ふるさとの自然に目を向け、その自然を守るための活動に取り組むことができました。また、児
童会の呼び掛けにより、年間を通して校舎や運動場の美化に努めることができました。

　コロナウイルスによる臨時休校などによって当初の計画と異なる事もありましたが、全校生で植
物を育てたり、清掃に取り組んだりすることができました。

報　　告　　書

　　・　道路や海岸のゴミを拾って美しい島、豊島を守る。

　　・　教室の運動場側に植物を栽培する。

学校・地域環境保全コース

土庄町立豊島小学校

豊島小学校全校生

　豊島小学校全校児童24名によるグループです。児童は明るく、元気で、とても仲よしです。５・６年生
１２名を中心に、自分たちの大好きな美しい豊島を守るために、一人ひとりが行動します。

豊かな島　豊島を守ろう！
～自分にできることからはじめよう～

　豊島小学校では、１年を通して５・６年生
を中心に「朝カツ」（朝の自主清掃活動）に
取り組んでいます。夏場の草抜きや玄関の
床みがきなど、児童会の呼び掛けに応じて
多くの児童が自主的に清掃をしています。

　豊島の豊かな自然を取り戻すために、ツ
ツジの苗に、同じ校舎で生活している豊島
中学校の中学生と小学生で交代しながら水
やりを続けてきました。とても小さな苗木
だったツツジも、大きく成長しました。３月の
終わりには、岡山大学の先生や学生さん、
ボランティアのみなさんと一緒に小・中学生
全員で山に植樹に行きます。
　また、全校生が一人一鉢パンジーと
チューリップを育てています。育てた植物は
入学式に飾る予定です。
　４年生が育てたヘチマは、緑のカーテンに
なりました。


